
学校と地域で脱炭素社
会を一緒に考えたいね。

気候変動は国や地域
を超えた共通課題だ
ね。

地域の自然や歴史が
気候風土とともに
あったんだね。

30年後の持続的な地
域の活力づくりが、
いま必要。

持続可能な観光・
ツーリズムにシフト
したい！

地域で求められる・役立つ「気候変動教育」

知る

脱炭素社会の

考え方

デザイン

持続的な地域

の姿

つながる

企業も学校も

巻き込んで

アウトプット

持続する地域

での学び

地域も企業も一緒に
脱炭素ライフスタイ
ルを推進することが
大事。地域の気象・気候を

知ることから防災・
減災を！

個人や１団体・企業では取り組みづらい担い手づくり
地域ぐるみのプラットフォーム指向で取組みたい
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今求められる、「気候変動教育」

「気候変動教育」の
あり方・方向性を見出す
プラットフォームとして
ESDネットワークを活用

何ができるよう
になるか

何を学ぶか
どのように
学ぶか

新学習指導要領

学習指導要領解説（中
学・高校） に脱炭素
社会に関する教科との
関わりづけを追記

ESDはSDGsの達成の
不可欠な実施手段
である

社会との連携・協働に
よる「社会に開かれた
教育課程」

持続可能社会の
創り手の育成

SDGs達成に資する
学習や人材養成施策
を展開

長期目標：
• 脱炭素社会への移行を前向きに捉えて貢献する人材を増やしていくための学習・能力開発の機会が確

立・定着していること。
中期目標：
• 学校教育、社会教育において「気候変動教育」に取り組む必要性・意義が認識され、実践者増や支援体

制の構築が確認できること。
• 気候変動分野の拠点が増え、地域ＥＳＤ推進拠点の機能・意義が学校や自治体から認知されていること。
• 「気候変動教育」が国・自治体・経済団体等の政策に何らかの形で位置づけられ、実践が広まりはじめ

ていること。



ESDネットワークのノウハウ

地域ESD活動推進拠点

１５８か所

ESD活動支援センター
４つの機能

情報収集・発信
ESD支援体制の整備
ネットワーク形成と学びあい
人材の育成

学びあいの場づくりの実績

気候変動教育

地域学習

自然体験学習
SDGs

消費者教育

ジェンダー

エネルギーシフト

キャリア教育

学校

NPO

社会学習拠点

企業

大学

ESD支援センター
のパートナー

ESD活動支援センターの
機能を活用した実績

・分野横断のネットワークづくり
・地域と全国との顔の見えるつながり
・各地の専門家とのネットワーク
・多様なテーマに取り組む地域ESD拠点
・SDGsのローカル化



「気候変動教育」で地域の学びがつながるしかけづくり

地域にとってのメリットは？→

・活動分野・セクターを越えて脱炭素に取り組める
・地域の未来を考えるきっかけになる
・ローカルSDGsの推進
・教育者以外の参画が期待できる
・ユースの参画、若者の地域への定着
・変化に対応することを全面に出した画期的な教育の
実践
・社会へのアピール、社会からの評価につながる


